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申請番号 03806516.9_包袋部分翻訳 

 

第一回拒絶理由通知書本文 

出願番号：０３８０６５１６９  

審査官：旭昀  

番号：９４６２  

 明細書に記載のように、本願はチオトロピウム臭化物の結晶微粉体に関する。審査を行

い、ここに、以下の通り拒絶理由を提出する。 

 １．請求項１３、２３は特許法第２６条第４項に規定する要件を満たさない。  

 １）請求項１３に記載の用途範囲が広すぎるため、明細書のサポートを得ることができ

ず、出願人は当該請求項において以下の「薬物組成物を調製する」を使用し、これは請求

項１－５又は１２に記載の製品が何らかの病気を治療する薬物を調製できることを意味す

るが、現実の生活の中で、これは不可能であり、なぜなら各薬物が予防又は治療すること

ができるのは一種又は一部の病気だけだからであり、よって、請求項１３は特許法第２６

条第４項に規定する要件を満たさない。  

 ２）請求項２３に記載の「山梨糖醇」は、明細書に記載の「山梨醇」の説明と一致せず、

明細書の形式面のサポートを得ることができず、特許法第２６条第４項に規定する要件を

満たさない。  

 ２．請求項１、６－９，１２－１６、１８－２６は、特許法実施細則第２０条第１項に

規定する要件を満たさない。  

 １）請求項１、８－９、１８－１９は、特許請求の保護範囲を不明確にする語句「約」

を含むため、特許法実施細則第２０条第１項に規定する要件を満たさない。  

 ２）請求項６は、特許請求の保護範囲を不明確にする括弧と英文を含むため、特許法実

施細則第２０条第１項に規定する要件を満たさない。  

 ３）請求項７、１３、１９は、特許請求の保護範囲を不明確にする語句「好ましくは…」

を含むため、特許法実施細則第２０条第１項に規定する要件を満たさない。  

 ４）請求項１２は、請求項１－５と重複し、請求項を簡潔にしないため、特許法実施細

則第２０条第１項に規定する要件を満たさない。  

 ５）請求項１５は、特許請求の保護範囲を不明確にする英文を含むため、特許法実施細

則第２０条第１項に規定する要件を満たさない。  
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 ６）請求項１８－２６は、引用テーマが不正確であり、引用された請求項１７－２４の

テーマは薬物組成物であるべきであり、請求項２５のテーマは調製方法であるべきである

が、吸入可能な粉末ではなく、特許請求の保護範囲を不明確にしており、特許法実施細則

第２０条第１項に規定する要件を満たさない。 

 ７）請求項１３－１４、１６、１８－１９、２５に記載の「請求項１－５」は非代替引

用先願の請求項に属し、特許請求の保護範囲を不明確にしており、特許法実施細則第２０

条第１項に規定する要件を満たさない。  

 ８）請求項２６は、特許請求の保護範囲を不明確にする括弧を含むため、特許法実施細

則第２０条第１項に規定する要件を満たさない。  

 ３．請求項３は多項従属請求項であり、当該請求項を引用した請求項４も多項従属請求

項であるため、請求項４は特許法実施細則第２３条第２項に規定する要件を満たさない。

同様に、請求項５、９－１０、２１－２２にも同じ問題が存在している。  

 

 以上の理由に基づいて、本願は現在の出願書類によって特許権を付与されないこととな

る。出願人は上記拒絶理由に基づいて所定の期間内に新しい特許請求の範囲及び／又は明

細書を提出し、補正時に特許法第３３条に規定する要件を満たすべきであり、元の明細書

と特許請求の範囲に記載の範囲を超えてはならず、出願人が、本通知書で規定する応答期

間内に上記欠点を克服することができず、或いは前記規定を満たす十分な理由を有するこ

とを表明することができなければ、本願は拒絶査定されることとなる。出願人は、補正を

行った原本のコピーを提供し、且つ補正の箇所を彩色ペンではっきりとマークすること。 
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意見書本文 

 

審査官殿： 

 本意見書は第一回拒絶理由に対する応答である。出願人は、元の出願書類に基づいて特

許請求の範囲に対して以下の補正を行った。この意見書と一緒に補正後の特許請求の範囲

と補正標識ページを同封した。  

 一、特許請求の範囲に対して以下のように補正した。  

 ａ）薬局方委員会により編纂された「中国薬物通用名称」（添付書類１）に基づいて、全

文における「溴化替托品」を「噻托溴铵」に補正し、「替托品」を「噻托铵」に補正した。 

 ｂ）元の記請求項１５を元の請求項１３（補正後の請求項１８）に組み込み、且つ元の

請求項１５を削除した。 

 ｃ）元の請求項２３（補正後の請求項２９）における「山梨糖醇」を「山梨醇」に補正

した。 

 ｄ）請求項において現れる「約」を削除した。  

 ｅ）元の請求項６、２６における括弧を削除した。  

 ｆ）請求項において現れる「好ましくは」を削除した。  

 ｇ）元の請求項１２を削除した。  

 ｈ）元の請求項１８－２６における引用テーマを削除した。  

 ｉ）請求項における引用関係を補正した。  

 

 上記補正は、新規事項を追加するものではなく、特許法第３３条に規定する要件を満た

し、許可されるべきであると信じる。 

 

 二、意見陳述 

 以下、拒絶理由通知書に指摘された意見の順序によって意見を陳述する。 

 １．サポート性 

 上記のように、出願人は元の請求項１５を元の請求項１３（補正後の請求項１８）に組

み込み、元の請求項２３（補正後の請求項１８）における「山梨糖醇」を「山梨醇」に補

正し、これによって明細書のサポートを得ることができ、特許法第２６条第４項に規定す

る要件を満たす。 
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 ２．明確問題 

 上記のように、出願人は明確ではない問題に対して補正を行った。これによって実施細

則第２０条第１項に規定する要件を満たすことになる。 

 補正の結果、本願は、特許法及び実施細則に関連する規定を満たすものと信じる。特許

査定くださいますよう、懇請する次第です。  

 添付書類１：中国薬物通用名称、奥付及び２２５ページ。 
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第二回拒絶理由通知書本文 

出願番号：０３８０６５１６９  

審査官：旭昀  

番号：９４６２  

 出願人は、２００６年９月２５日付で第一回拒絶理由通知書に対する応答及び補正後の

要約書、請求項１－３２と明細書の第１－１９ページを提出したが、審査官は、特許法に

規定する要件を満たさない問題が依然として存在していると考え、審査を続け、以下の意

見を提出する。  

 １．請求項８の引用された請求項のテーマは不正確であり、特許法実施細則第２０条第

１項に規定する要件を満たすように、「請求項１～７のうちの一つの結晶チオトロピウム臭

化物微粉体を調製する方法」に補正されるべきである。同時に、明細書の第１ページの最

後の段落の第１行に記載の「噻托铵」も「噻托溴铵」に補正されるべきである。  

 ２．請求項３２の引用された請求項のテーマは不正確であり、引用された請求項３１の

テーマは方法であり、薬物組成物ではなく、特許法実施細則第２０条第１項に規定する要

件を満たすように、「カプセルであって、請求項２２－３０のうちの一つの薬物組成物を含

むことを特徴とする」に補正されるべきである。  

 ３．特許法実施細則第２０条第１項に規定する要件を満たすように、請求項１３に記載

の１２－４８時間の前のコンマを削除すべきである。  

 

 上記理由に基づいて、本願は現在の出願書類によって特許権を付与されないこととなる。

出願人は上記拒絶理由に基づいて所定の期間内に新しい特許請求の範囲及び／又は明細書

を提出し、補正時に特許法第３３条に規定する要件を満たすべきであり、元の明細書と特

許請求の範囲に記載の範囲を超えてはならず、出願人が、本通知書で規定する応答期間内

に上記欠点を克服することができず、或いは前記規定を満たす十分な理由を有することを

表明することができなければ、本願は拒絶査定されることとなる。出願人は、補正を行っ

た原本のコピーを提供し、且つ補正の箇所を彩色ペンではっきりとマークすること。 
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意見書本文 

 

審査官殿： 

 本意見書は第二回拒絶理由に対する応答である。出願人は、元の出願書類に基づいて特

許請求の範囲に対して以下の補正を行った。この意見書と一緒に補正後の特許請求の範囲、

明細書差し替え頁及び補正標識ページを同封した。  

 Ⅰ．特許請求の範囲に対する補正  

 １．請求項８のテーマにおける「噻托铵」を「结晶噻托溴铵」に補正した。  

 ２．請求項１３における「１２～４８時間」の前のコンマを削除した。  

 ３．請求項３２を引用請求項２２～３０のうちの一つの組成物に補正した。  

 

 Ⅱ．明細書に対する補正  

 明細書の第１ページの最後の段落の第１行に記載の「噻托铵」を「噻托溴铵」に補正し

た。 

 上記補正は、新規事項を追加するものではなく、特許法第３３条に規定する要件を満た

し、許可されるべきであると信じる。 

 

 Ⅲ．意見陳述  

 補正後の特許請求の範囲および明細書は、すでに審査官により指摘された欠点を克服し

た。 

 補正の結果、本願は、特許法及び実施細則に関連する規定を満たすものと信じる。特許

査定くださいますよう、懇請する次第です。  
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翻訳コメント 

 

 

＜CN03806516.9＞ 

 
原文箇所 

コメント 
頁／段落 行 

1  

全体  以下の単語は、日本語では全く同じとなりますので、

中国語のまま表記しました。  

「山梨糖醇」と「山梨醇」 

「溴化替托品」と「噻托溴铵」 

「替托品」と「噻托铵」 

「噻托铵」と「噻托溴铵」 

「噻托铵」と「结晶噻托溴铵」 

2  

第一回の意見書本

文 

1.支持性 

 

2 

「（補正後の請求候１８）」の「１８」は「２９」の誤

りと思われますが、原文通り訳出いたしました。  

 

以上 

 


